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新型コロナウイルス感染防止のため、本誌掲載のイベント・講座などは、変更・中止する場合があります。
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人
権
尊
重
の
重
要
性
、必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、市
内
在
住・在
学
の
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
ま
し
た
。応
募

さ
れ
た
作
文
４
９
５
編
、ポ
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ー
５
点
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長
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絢
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海
老
名
２
年
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あ
み（
海
西
３
年
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秀
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海
老
名
２
年
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曽
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海
老
名

２
年
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海
老
名
２
年
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土
澤
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海

西
３
年
）、大
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琴（
海
西
３
年
）、匿
名（
柏
ケ
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）、

匿
名（
柏
ケ
谷
）、匿
名（
柏
ケ
谷
）、石
原
綾
花（
今
泉

３
年
）、島
仲
琉
璃（
今
泉
３
年
）、村
山
り
く（
今
泉
３

年
）、横

希
空（
今
泉
３
年
）

ポ
ス
タ
ー

市
長
賞　
後
藤
来
実（
柏
ケ
谷
３
年
）（
左
画
像
）
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秀
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３
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一
年
の
健
康
を
願
っ
て
、こ
と

し
の
歩
き
始
め
に
四
福
神
を
巡
り

ま
す
。
約
８
㌔
の
コ
ー
ス
で
す
。

E
X
P
A
S
A
海
老
名
に
立
ち
寄

り
、休
憩
や
買
い
物
の
時
間
も
と

り
ま
す
。

日
１
月
25
日（
水
）８
時
45
分
～
12

時
30
分（
雨
天
中
止
）

対
市
内
在
住
の
方

定
先
着
25
人

内【
コ
ー
ス
】社
家
駅（
集
合
）→
本

覚
寺
→
善
教
寺
→
E
X
P
A
S
A

海
老
名
上
り
→
妙
元
寺
→
増
全
寺

→
中
新
田
コ
ミ
セ
ン（
解
散
）

費
無
料

主
健
康
え
び
な
普
及
員
会

申
１
月
６
日（
金
）か
ら
、電
話
で

健
康
推
進
課
へ

人権作文入賞
作品掲載ページ

海
老
名
四
福
神

毘沙門天（本覚寺）
本郷４６１８

大黒天（妙元寺）
大谷南３-２９-１６

布袋尊（善教寺）
杉久保北２-５-７

福禄寿（増全寺）
中新田２-１５-３６

民
衆
へ
の
通
達「
高
札
」

　

高
札
は
、法
令
や
決
ま
り
事
な

ど
を
木
の
札
に
墨
書
き
し
て
街
道

沿
い
な
ど
に
掲
示
し
た
も
の
で

す
。
登
録
さ
れ
た
高
札
に
は
、江

戸
時
代
の
浪
人
取
り
締
ま
り
や
鳥

の
狩
猟
の
禁
止
に
関
す
る
も
の
、

「
五
榜
の
掲
示
」と
呼
ば
れ
る
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
登
録
有
形
文
化
財
に
初
登
録

　

登
録
は
、市
教
育
委
員
会
が
保

存
と
活
用
の
取
り
組
み
が
必
要
と

認
め
た
、こ
れ
ま
で
に
指
定
や
登

録
を
受
け
て
い
な
い
文
化
財
に
対

し
て
行
い
ま
す
。
今
回
の
登
録
は

平
成
31
年
に
制
度
を
設
け
て
以

来
、初
め
て
で
す
。

　門沢橋村の領主から出
された浪人取り締まりの
高札。「面倒を起こす者は
召し捕らえて役所に差し
出すように」という内容
です。門沢橋村に伝わる
江戸期唯一の高札です。

　明治時代を前に、
新政府の方針を民
衆に発した「五榜の
掲示」。内容は、江
戸幕府の方針とあ
まり変わらないも
のでした。

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
初
期

に
か
け
て
の「
高
札
」５
件
８
点
を

市
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
し
ま

し
た
。登
録
を
記
念
し
て
、海
老
名

市
温
故
館
で
特
別
公
開
し
ま
す
。

画像：「正覚寺誌」引用

「五榜の掲示」第一札
・人として正しくあること
・身寄りのない人には思いやりを持って接すること
・人殺しや盗みをしてはいけない

温故館で特別公開
　市登録有形文化財に登録した高札を特別
公開します。
期１月８日㈰～22日㈰
時９時～17時15分（入館は16時30分まで）
場海老名市温故館

海老
名駅海老

名駅

小田急線小田急線

相鉄線相鉄線

史跡相模
国分寺跡
史跡相模
国分寺跡

JR相模線

海老名
中央公園

海老名市
温故館

資料名（内容） 点数 年代・地域 所有（保管）
高札

（浪人等取締りの札） １ 文化９(1812)年
門沢橋村

宗教法人正
しょうかく

覚寺
じ

代表役員組谷徳全
高札

（駄賃札（馬等の料金等）） １ 慶応２(1866)年
国分村

市　
（海老名市歴史資料収蔵館）

高札
（鷹場札(狩猟禁止)） １ 享保６(1721)年

中新田村
高札

（五榜の掲示） ４ 慶応４(1868)年
中新田村

高札
（火付札（火付等禁止) ） １ 明治３(1870)年

中新田村

市登録有形文化財となった高札

文化９（1812）年
門沢橋村高札

慶応４（1868）年
中新田村高札

日時・日にち  期間  時間  場所  対象  定員  内容  講師  費用  持ち物  その他  任期  
条件  主催  Ｅメール  ホームページ  問い合わせ  申し込み  予約制  祝除 祝日を除く  休み　

高齢者対象の教室など
めざせ！

市外局番…省略しているものはすべて「046」です
市〇〇〇課への郵送…「〇〇〇課へ」とあるものは「〒243-0492
　　　　　　　　　　海老名市役所〇〇〇課行」で届きます
市役所開庁時間…省略している場合は原則「㈪〜㈮8時30分〜17時15分」
年末年始の閉庁日…12月29日〜１月３日

「広報えびな」の
共通マークと
ルール

えびな健康マイレージ対象

健康えびな普及員会主催のウオーキ
ングの様子


